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講評 

昨年の試験と比較すると計算量，内容ともレベルが上がり，だいぶ解きにくい問題構成となっていました。 

[Ⅰ] 接線の方程式，面積，回転体の体積 

サイクロイドについて接線，面積，体積を計算させる微積の総合問題で入試標準レベルの出題でした。今回の試

験ではこの問題にきちんと完答できるかどうかが合否を分けたと思われます。 

[Ⅱ] 場合の数と確率 

4 桁の整数をつくる試行についての確率の問題ですが、（３）は難易度が高く、時間もかかるため，（１）（２）

が解ければ十分でしょう。 

[Ⅲ] 定積分 

分数関数の定積分をテーマとした出題でした。（１）（２）は基本(教科書レベル)の問題， 

（３）は（２）を利用する入試標準レベルの問題。（４）は（３）の関数を部分積分によって変形して求めるや

や発展の内容となっていました。（問題の中で積分を I,J などとおいてあるのがささやかなヒントだったのかも

しれません。） 

 

昨年と比較して難しくなっていたため、合格に必要な得点は[Ⅰ]を完答，[Ⅱ]、[Ⅲ]の部分点で 5 割程度になると

思われます。 

 

 

 

 
 


